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特集   葬送という文化

編
集
後
記
│
│
本
特
集
の
編
集
作
業
も
最
終
段
階
に
入
っ
た
某

日
、
ふ
と
立
ち
寄
っ
た
書
店
で
、
数
限
り
な
く
並
ん
だ
書
籍
の
中

か
ら
、
突
如
と
し
て
『
死
者
を
弔
う
と
い
う
こ
と
│
│
世
界
の
各

地
に
葬
送
の
か
た
ち
を
訪
ね
る
』
が
目
の
中
に
飛
び
込
ん
で
き

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
・
社
会
・
環
境
の
論
者
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど
世
界
的

な
メ
デ
ィ
ア
に
寄
稿
し
て
い
る
英
国
の
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
サ
ラ
・
マ
レ
ー
（Sarah M

urray

）
が
著
し
たM

AKIN
G

 AN
 

EX
IT: From

 the M
agnificent to the M

acabre̶
H

ow
 W

e D
ignify 

the D
ead

の
全
訳
で
あ
る
（
椰
野
み
さ
と
訳
、
草
思
社
、
二
〇
一

四
年
六
月
）。
◆
死
体
は
「
有
機
物
」
で
し
か
な
い
と
確
信
し
て

い
た
も
の
の
、
い
ざ
死
を
目
の
前
に
す
る
や
、
風
光
明
媚
な
地
に

立
つ
鄙
び
た
教
会
の
近
く
で
眠
る
友
人
の
傍
ら
に
葬
ら
れ
る
こ
と

を
望
む
よ
う
に
な
っ
た
父
親
の
心
情
を
考
え
な
が
ら
、
彼
女
は
イ

ラ
ン
、
パ
リ
、
シ
チ
リ
ア
、
ガ
ー
ナ
、
香
港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ

ル
カ
ッ
タ
、
チ
ェ
コ
、
メ
キ
シ
コ
と
世
界
各
地
を
経
廻
り
、
時
に

奇
妙
で
、
時
に
底
知
れ
ぬ
恐
怖
を
宿
す
葬
送
│
│
記
号
化
さ
れ
た

哀
惜
│
│
に
、「
こ
の
世
で
最
も
奥
深
く
に
秘
め
ら
れ
た
哲
学
と

迷
信
、
希
望
と
怖
れ
」
を
垣
間
見
た
と
い
う
。
◆
人
は
ど
の
よ
う

に
「
人
の
死
」
と
向
き
合
い
、「
弔
い
」
を
重
ね
る
の
か
。
葬
送

と
は
心
の
奥
底
に
秘
め
ら
れ
た
思
い
を
形
式
化
す
る
作
業
で
あ

り
、
文
化
と
は
《
生
き
る
形
》《
生
き
る
姿
》
だ
。
で
あ
れ
ば
こ

そ
葬
送
は
文
化
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
柱
だ
ろ
う
│
│
本
特
集
の

編
集
を
終
え
、
改
め
て
そ
の
感
を
強
く
し
た
。
◆
本
特
集
が
読
者

に
と
っ
て
葬
送
に
籠
め
ら
れ
た
「
人
の
生
」
を
考
え
る
縁
と
な
っ

た
な
ら
、
編
者
と
し
て
は
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
最
後
に
、
多
忙

な
中
を
貴
重
な
論
考
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
執
筆
者
に
、
改
め
て

深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。 

（
樋
泉
克
夫
）
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投稿原稿募集　新しい発想から現代中国をめぐる諸問題に切り込む、気鋭の論考を広く募集します。現代中
国に関するテーマであればジャンルは問いません。むしろ、既存の学問のジャンルを打ち破るような斬新な
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